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Abstract: Question generation is one way to communicate interactively with speakers and deepen
the dialogue. In this paper, we propose a question generation method that can deepen the dialogue
according to the topic or the focus of dialogue. There are two question types depending on their
purposes; questions to have a stimulating conversation and questions to acquire information. In
this work, we propose a question generation method based on case frame, a statistical frame of
predicates and their argument candidates, to build a question generation that can work on both
purposes. We constructed the test set annotated with the timing and the content of the question.

1 はじめに
情報検索や雑談のための対話を行うアプリケーショ
ンが近年さかんに開発されている．しかしこれらにお
いては、一問一答を越えて、より内容に踏み込んだ対
話を行うことが難しい．これは、対話の流れを踏まえ、
どの部分に焦点を当てて対話における掘り下げを行う
かということが考慮されていないためと考えられる [1]．
ここで言う対話における掘り下げとは、話題や焦点
を絞り対話を継続する行為とする．掘り下げにはシス
テムからの質問が有効であることが知られている [2]．
本研究では、ドメインに依存しない格フレーム [3]を用
いることで、タスクやドメインにかかわらずに対話の
内容を深掘りする質問を生成する対話システムを提案
する．
システムの質問生成にはユーザの発話を促すための
ものと、情報獲得のためのものがある．前者は主に雑
談対話システム [4]や傾聴対話システム [5]といった、
具体的な目的を持たない非タスク指向型対話システム
で用いられている．これに対し、後者は主に情報獲得
のための対話システムや、文章理解のための質問生成
を行う対話システム [6][7]といった、具体的な目的を持
つタスク指向型対話システムで用いられている．提案
手法は、これらのいずれの質問生成も行うことができ
るシステムを構築することを指向しており、情報獲得
を視野に入れながら対話を深堀りする対話システムの
構築を目指す．
構築した質問生成を評価するため、対話の文脈に応
じて質問すべき点、質問すべき内容を付与したテスト
セットを作成した．本論文では、このテストセットの
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作成手順についても述べる．

2 関連研究
質問生成の先行研究では、タスクの有無にかかわら
ず、主に二つの手法が提案されている．一つはルール
による質問生成 [8][9]で目的に合わせた文法的に正し
い質問生成が可能である一方、ドメインごとに質問生
成機能を設計する必要があり、コストが高い．これに
対し、近年ニューラルネットワークを用いた質問生成
[4][6][7]が検討されている．オープンドメインなコーパ
スで質問生成を学習するこれらの手法では多様な質問
生成が可能になる一方、文法的な誤りや文としての不
自然さが現れやすい．また大量の質問応答形式のデー
タセットが必要である．
これら従来の方式とは異なり、本研究では格フレー
ムを用いた質問生成を行う．格フレームの獲得には大
量のテキストが必要であるものの、質問応答に限らな
い幅広いテキストが利用可能である．また、基本的に
用例ベースの質問生成が行われるため、不自然な質問
文などが生成されにくく、どのようなドメインに対し
ても適用可能であるという利点がある．

3 提案手法
本節では 3.1節で質問生成手法に関して、3.2節でテ
ストセットの作成方法に関して述べる．本研究では、日
本語解析ツールとして形態素解析器 JUMAN++1と格・

1http://nlp.ist.i.kyoto-u.ac.jp/index.php?JUMAN++
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図 1: 提案手法

構文解析器 KNP2を用いた．

3.1 格フレームを用いた質問候補の生成

本研究が提案する対話システムでは、発話から抽出
された述語と、その述語に対して存在する格フレーム
をもとに質問生成を行う．具体的な手順を図 1に示す．
提案手法では、まずユーザ発話から述語を抽出し、抽
出された述語に対して係る格候補を格フレームから抽
出する（ステップ 1）．次に、格要素の性質に応じて疑
問詞に置き換える（ステップ 2）．最後に、生成された
質問候補が文脈に対して適当であるかを判定する．こ
こでは、テキスト中の疑問詞と格のペアの頻度に対し
てしきい値を決め、しきい値よりも頻度が多ければ質
問候補を生成する（ステップ 3）．本手法では生成され
うる質問は一つに限らないため、生成された複数の質
問を質問候補と呼ぶ．これにより、入力に含まれる任意
の述語に対する質問候補を生成することができる．例
えば、図 1のように「お土産を買いたいです．」という
入力に対しては、「何のお土産を買いたいですか？」、
「どこで買いたいですか？」、「誰に買いたいですか？」
の 3つの質問候補を生成することができる．

3.2 テストセットの作成

提案手法を評価するため、テストセットの作成を行っ
た．対話データとしては、ガイドと旅行者の間で京都
観光に関してやり取りされた音声対話を書き起こした、
京都観光案内対話コーパス [10]の一部を用いた．この
コーパスの一部に対して、3.1節のステップ 3において
しきい値を低く設定した提案システムを用いることで、
もともとのコーパスに質問候補が加えられたテキスト
を生成した．これに対し、「ガイドとして旅行者と対話
すると仮定して、自分がガイドなら絶対聞く質問・聞
いてもおかしくない質問・聞かない質問の三段階にわ
けてください．また、もし別の質問候補が思いついた
ら、直前の発話の述語と述語を一致させた質問を書い
てください．」というインストラクションのもとでアノ
テーションした．この結果作成されたテストセットの
例を図 2に示す．

2http://nlp.ist.i.kyoto-u.ac.jp/index.php?KNP
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図 2: テストセットの例（「G」はガイド、「T」は旅行
者、「2」は絶対聞く質問、「1」は 聞いてもおかしくな
い質問、「0」は聞かない質問、太字はアノテーション
によって生成された質問をそれぞれ表す．）

4 まとめ
本稿では格フレームを用いた質問生成手法を提案し、
テストセットを作成した．今後はこのテストセットを
作成して提案システムの評価・分析を行う予定である．
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